
アルバム管理 操作説明
　Ｈ20/9/11　　Ｖ3.5.3　画像削除時にゴミ箱保管、小改善数箇所
　Ｈ19/11/15　 Ｖ3.3.3　取り込み処理のバグ修正と改善
　H19/2/8 　　 V3.2.6　処理時間短縮と画像表示様式などいろいろ改善
　H18/12/25　 V2.6.1 時刻を追加。補足説明を充実とバグ修正
　H18/10/26 　㈱オプトメディア　にてフリーソフトとして公開　

動画のMP4 AVIを追加しました。
そのために、Ｖ２．５より動画再生のためにＲａｌＰｌａｙｅｒフリー版
が必要になりました。詳しくは本文をご覧ください。
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1 こんなことができると良いな
　　①デジカメで撮影した静止画や動画を従来のアルバムのように楽しみたい。
　　　　(補足)　この仕組みはもともとデジカメで撮った写真(静止画と動画)の管理用として開発した
　　　　　　　　　ものですが、スキャナーで読み込ませた写真や雑誌・新聞の切り抜きやネットからダ
　　　　　　　　　ウンロードした画像の管理にも利用できます。
　　　　・自分専用の名前で簡単に保管したい。
　　　　　　：連続して撮影した写真の名前は、「直前と同じ」とか「今日つけた名前から選ぶ」など
　　　　　　　して簡単に名前を設定したい。
　　　　　　:その際、同じ名前になったら付加番をつけて判別したい。
　　　　・縦型に撮った写真は縦にして閲覧したい
　　　　・一覧でみたい。その際、ページ繰りは数秒間隔で自動的に繰って欲しい。
　　　　　　　また、拡大も簡単にできるのが良い。
　　　　　　　写真よっては、パソコンの画面サイズに比例させて画像を拡大・縮小して見たい。
　　　　・動画も、静止画と同じように管理・閲覧がしたい。
　　　　・3月に撮った写真はどんなものがあるかな。
　　　　　　　去年、一昨年、一昨々年。。。。の３月の写真を抽出したい。
　　　　・今日はバラの花のみ楽しみたい。
　　　　・画像に記録されている撮影時の情報も確認したい。
　　　　・適当にフォルダを分けて保管しているが、閲覧時は保管しているフォルダと無関係に類似の
　　　　　写真のみ連続してみたい。

　　②せっかくの写真をホームページや年賀状などの素材として活用したい。友人にも
　　　　メールに添付して送りたい。
　　　　・別のフォルダに抽出できるとメール添付も簡単だし、ホームページ用の加工ソフトとの
　　　　　連動もしやすいのだが。
　　　　・壁紙にしたいのだが、左側に見辛い建物が写っている。左右が逆転できると良いのだが。

　　③何日間に渡って撮影した写真を保管するのだが、撮影日を忘れてしまった。
　　　　デジカメが画像の中に記録している日付を使って保管したい。
　　などを実現します。

　　V2.6から撮影時刻も画像やファイル作成日から取り込むようにしました。旧データの変換もできます。
　　使い方は、トップ画面の下部の「旧バージョンのファイル名変換」で画面を開くと画面内に説明をいれて
　　います。利用する前に十分確認してご使用ください。



2.できること
　　① 写真、動画の保管をします。 ファイルのタイプは　静止画は「jpg bmp gif png｣　
　　　　動画は「mpg　wmv mp4　AVI」 です。
　　　　名前はこれまでに取り込んだ際に付けた名前から選びます。新たな名前も簡単に
　　　　追加できます。 名前を付ける際に新規の名前を付けると自動的に一覧に追加されます。
　　② 保管した写真、動画の検索をします。 場所やテーマ、家族名などで検索できます。
　　　　撮影日や撮影月の絞込みもできます。 複数条件の指定ができます。
　　　　CPUやメモリー、ディスクの能力により違いがありますが、迅速に検索をします。
　　　　（ＣＰＵ＝1GHZ　Ｍｅｍｏｒｙ＝512MB　ＯＳ＝WindowsXPが理想で写真１万枚なら一秒前後）
　　③ 検索で絞り込んだ画像を閲覧します。　　
　　　　ページ繰りは、指定した秒間隔で自動的に捲る方式とクリックで指示して捲る方式
　　　　が選べます。
　　　 静止画は最大１６枚圧縮して一覧で閲覧できます。特定画面をクリックして画像の
　　　 拡大もできます。
　　　 画面の密度は、640Ｘ480　800Ｘ600　1024Ｘ768　ピクセルに対応しています。
　　 　動画の再生は、RealPlayerまたはMedia Playerで行います。MP4を再生するには、
　　 　RealPlayerが必要です。
　　　 いずれもフリー版がありますので、ダウンロードしてください。設定方法は、後述します。
　　④ 名前の変更や削除もできます。
　　⑤ 取り込みや閲覧で指定したオプションは、次回以降変更しない限りその指定が使用
　　　　されます。
　　⑥撮影時に縦向きに撮った写真を縦向きで閲覧できます。壁紙用に左右を逆にすることも
　　　できます。（ただし、画像は少し粗くなります）
　　　保管している画像は、元のままですので粗くなることはありません。

3 どんな仕組み
　　① ファイルの持ち方について 誰でも簡単に利用できることを前提にしていますので、
　　　　単純にWindowsファイルとして保管します。
　　　　 ただ、検索機能を実現するために、以下のルールでフォルダーやファイルを保持します。
　　　　（保管や検索時に意識することはありませんが、知っておくと応用がききます）
　　　・静止画、動画を問わずに　画像ファイルは以下のように保管されます。
　　　　：画像の名前　 撮影日が頭に自動的に追記されます。
　　　　　　撮影日と取り込み日が違う場合は変更できます。
　　　　　　撮影日以外のキーワードは自分の好みで決めます。
　　　　　　形式は　大区分(小区分)で小区分は　複数指定してもかまいません。
　　　　　　また、大区分(小区分)の 繰り返しは何回あってもかまいません。
　　　　　　ただし、全体の長さは漢字で最大125桁です。
　　　　　例1　撮影日(20030101)家族(孫)説明(誕生会)
　　　　　例2　撮影日(20021125)場所(福知山)説明(紅葉狩り)

　　 ② フォルダーの持ち方について
　　　 ・メイン　フォルダー　
　　　　　　 標準名は　「アルバム管理」としていますが、どこでもかまいません。
　　　　　　 ただし、「アルバム管理」　フォルダはシステムで無条件に作成されます。
　　　　・サブフォルダー　 「アルバム管理」　フォルダーに直接保管してもよいのですが、
　　　　　　大量になる場合は、年単位でサブフォルダーを作成して保管するほうが、バックアップ
　　　　　　などに便利です。 フォルダーの分割は、検索には影響しませんので利用環境や目的
　　　　　　に応じて決めてください。
　　　　 ・アルバム転写　フォルダー 閲覧時に目的にあった画像をここに転写します。後でＨＰに
　　　　　　取り込んだり印刷 したり、ＴＶで閲覧したりと活用ください

4 利用環境の制限は
　　①Windows XＰ ／ 2000　／　98 ／　ＭＥ　は確認済です。 　(Xpの確認はProfessional版です。
　　　　最新バージョンは　XPのみ確認済みです。

5.インストール時の注意事項
　　　・ 　.NET Framework　V2 が必要です。
　　　　　未導入の場合、ガイドに従って導入してください。
　　　　　　（一度導入するとすべての．ＮＥＴで開発されたソフトに有効になります）
　　　・　動画も管理する時は、V2.5から「RealPlayer」または「MediaPlayer」が必要です。
　　　　フリーのRealPlayerは(対象動画すべてが再生できます)
　　　　　　　無料版　(http://dl-real.jp.real.com/04173365d256c9b9b800/windows/RealPlayer10-5GOLD_ja.exe)
　　　　　　　からダウンロードできます。
　　　　Media Player(フリー)は（ＭＰ４以外は、対応できます）
　　　　http://www.microsoft.com/japan/windows/windowsmedia/mp10/default.aspx
　　　　　　　　からダウンロードできます。
　　　　導入後、エクスプローラーのフォルダオプションのファイルの種類で紐付けしてください。



6.使い方は
　　1) 開始画面（基本メニュー） 　　
　　　　閲覧フォルダーの追加・削除====閲覧する画像のあるフォルダーを指定します。
　　　　閲覧======================画像を閲覧します。
　　　　保管（取込み）==============新しい画像を保管フォルダーに取り込みます。

　　（閲覧フォルダと別に都度指定します）
　　
　　　　

2)画像の閲覧
　　①画像の保管場所を指定　(ここで登録したフォルダが閲覧対象になります。画像単位の絞込みは後で行います。)

装置を指定し次に一覧から
フォルダを指定します

フォルダ内のサブフォルダが展開されます
対象外にしたいときはクリックすると対象か
ら外せます

指定したフォルダ一覧は次回以降も保持されます



②閲覧条件を絞り込みます　　次図参照
　・　「装置とフォルダー」は画像が保管してある場所を指定します。
　　　容量が大きくなって、ＣＤに焼かれたものも対象にできます。ただし、ＣＤから閲覧の場合は、
　　　名前の変更はできません。エラーになります。
　　　フォルダーの指定は簡単にできますので、大量の画像を保管されている場合は、切り分けながら
　　　利用してください。その際は、キーワード一覧も、指定したフォルダーに含まれるものに自動的に切り
　　　替わります。
　　　ということで、保管画像枚数に限界はありませんが、検索して閲覧される対象は数万葉前後が妥当
　　　と思います。大区分のフォルダは一万葉前後を目安に分割してください。
　・「２　どんな仕組み　」の「②ファイルの持ち方について」　を読まれましたか　?
　　条件1　動画と静止画のどちら、あるいはすべてを対象するか指定します。
　　条件2　画像名に含まれるキーワードで検索します。
　　　　　　大区分、小区分の判別をしないためどこかに指定 したキーワードが含まれると対象
　　　　　　になります。
　　　　　　複数指定した場合は、それらのキーワードをすべて 含む(AND)またはいずかを含む(OR)
　　　　　　で選択します。 このキーワードは、検索ワードの指定欄に直接いれることもできますが、
　　　　　　現在指定しているフォルダ にあるファイルに含まれるキーワード一覧を表示してその中から
　　　　　　選ぶこともできます。
　　　　　　小区分と大区分を無視して選べますので、名前の付け方が不統一でも対象にできます。
　　条件３　大区分、小区分を意識して選択します。 大区分を指定すると　その大区分に含まれる
　　　　　　小区分のみの一覧がでますので　その中から小区分を 指定します。条件2は、大区分毎に
　　　　　　指定しますので、条件確定をクリックすることで次の条件指定に移れます。
　　　　　　指定した複数の条件は「いずれかで検索」「すべてで検索」ボタンのどちらをクリックするかで
　　　　　　絞込みの手順が変わります。この条件には、方法1で指定した条件も一つの大区分条件
　　　　　　として扱われます のでご注意ください。
　　 条件４　撮影日は、大区分、小区分から撮影日を選ぶこともできますが、中段の撮影日に期間を
　　　　　　入れて絞ることも できます。範囲指定ができることと　0501　0531　などと指定することで
　　　　　　すべての年の指定月を対象に することもできます。V1にはなかった機能です。

　　　いずれの方法でも、キーワードは指定した動画または静止画に付けられたものに絞られます。
　　　　　　赤いボタンがついている項目は、実行時にカーソルをそこにもって行くと説明が出ます。
　　　　　　したがって、この画面での説明は省略しています。

大区分をプルダウンで指定するとその
大区分に含まれる小区分が一覧で表
示される。その中の対象分にチェックを
つける



　その他の補足説明
　　条件１の「動画」「静止画」いずれもチェックがついていますが、このチェックをはずすと
　　検索対象からはずされます。(動画のチェックを外すと静止画のみ検索します) 　
　　条件２の　ON=AND をチェックすると「検索ワードの指定欄」に入力した複数の文字列が
　　すべて一致するものを対象にします。　
　　また、候補一覧の桁数は、キーワード一覧作成時にここで指定した桁数で一覧を作成します。
　　撮影日の、省略値は「いつからが1900年」「いつまでが9999年」としていますので全てが
　　対象になります。
　　月日形式でを指定する場合は、「いつから」と「いつまで」のいづれも月日形式にしてください。
　　ミニ画面に検索結果が表示されますので、OKをクリックすると「閲覧詳細指定」画面に移りま
　　す。 検索条件の指定のやり直しは、「検索条件の再設定」をクリックしてください。
　　「ずべて閲覧」をクリックすると 閲覧フォルダーにあるもののうち、画像の種類と撮影日の範囲
　　で指定　したものがすべて対象になります。

　：条件検索結果を表示します。多すぎたり、少なすぎた時は戻って条件設定を変えてください。
　　　　　

　③画像の閲覧方法を指定
　　　絞り込んだ画像の表示方法を指定します。
　　　自動ページ繰りやクリックでのページめくり、複数を一覧で見るなどの指定ができます。
　　　　ボタンの全画面は、選択した画面サイズ一杯に表示します
　　　　　　　　　原寸比率を維持は、選択した画面サイズに収まるように写真を圧縮、拡張をしますが
　　　　　　　　　　　原画の縦横比率は維持します
　　　　　　　　　写真サイズのままは、原画が持つサイズにあわせます。選択した画面サイズが小さい
　　　　　　　　　　　場合はスクロールが必要になります。　

閲覧している画像のどこかをクリッ
クすると次の画像に移動します

閲覧している画像が間隔で指定した秒数経過
すると次の画像に自動的に移動します

一画面に最大１６葉まで縮小
して表示できます

動画の場合は、
　　タイマーでめくるにすると　再生画面になりますが画像開始は使用するソフトに
　　より異なります。次の動画への移動はタイム経過で行います。
　　この指定は、中断ができませんので　画像が少ないとき以外は推奨できません
　　｢クリックでめくる」方式ですと、一画像終わる都度も「次に進むか、打ち切るか」の指示ができます。
　　静止画と動画の両方がある場合、「動画」が終わって静止画に写ります。



　　　　④一覧画面

　 　　　⑤処理中のコマンド
　　　　　　　ページの戻しや前進、複写(アルバム抽出フォルダにコピー)指示をします。
　　　　　　　複数画像を一覧表示しているとき、カーソルのアル画面のとなりにカーソルのある画面の
　　　　　　　撮影時の情報を表示しますが、見辛いときはこの画面の下方の指定で非表示にすること
　　　　　　　ができます。指定が簡単になるようにV3.2.6で修正しています。

カーソルのある隣の画像の左上に撮影時の詳細
情報を表示します。右クリックのオプションで表示
させないようにすることもできます。

9画像を表示した例です
左クリックで次のページ、右クリックでその
画像の拡大画面になります
拡大させた画面ではすべてのコマンドが有
効になります

削除するとひ3.5.3からはゴミ箱に移
動します（それ以前は直接削除）

「Ｃ：￥アルバム抽出」フォルダにコ
ピーされます
「Ｃ：￥アルバム抽出」フォルダがない
場合は自動的に作成されます

その他の機能は、いろいろボタンをさわって確認しながら理解してください



　3)保管(取込み)操作
　　　①取込元と保管先のフォルダを指定します。
　　

　　　②確認用の画像を見ながら取り込んでいきます。

　　　

デジカメ側で撮影日時が画像内に記録されていると、Ｖ２．１．２以降は撮影日時が取り込まれます。　

取り込元、取り込先の装置を指定すると、その装置に
あるフォルダが一覧表示される。その中から選ぶ。
さらに下位のフォルダを指定する場合は、対象フォル
ダをダブルクリックする。画像が含まれていないフォル
ダを指定すると警告がでる。

ここに名前を直接入力するか、名前の確定処理で
過去の名前を参照しながら確定する。

今回の取込みで付けた名前の一覧からも選定可能

大区分を左の一覧から選ぶと右にそれに含まれる
小区分の一覧が表示される。複数回の繰り返しが
できるので複合した名前がつけられる。

撮影時の縦横向き画像
の指定をする。閲覧時
に反映される。


